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知ろう使おう育てよう「地域の足」
 〈特集〉

高齢者への
新型コロナワクチン接種のお知らせ

 〈特集〉

アプリでできること（一例）
・�市内のイベント情報や子育て関連の
お知らせなどの受取り
・予防接種スケジュールの自動作成
・�妊婦健診や子供の成長記録の管理

↑アプリの登録　
　はこちらから

５月10日に同アプリでの情報発信を開始しました。
妊娠中の方・子育て中の方に役立つ情報や機能が充実
しています。ぜひご利用ください。

つるおか子育てアプリ
妊娠から出産、子育てまでをフルサポート



　今回の特集では、ワクチン及び予約枠の確保の状況、接種にあたっての注意事項についてお知らせします（５月
18日現在の情報です。国等の動向などにより、記載の内容が変更となる場合があります）。

◎担当　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）
※接種に関するお問合せは鶴岡市コロナワクチン相談・予約センターへ。

接種にあたってのご注意・お願い

　予約をしていない方は、接種会場や医療機関にお越しになっても接種を受けることができません。必ず予約をし
ていただきますようお願いします。また、３密を避けるため予約した時間にお越しください。

　ワクチンは上腕部の肩に近い位置に接種しますので、肩を出しやすい服装でお越しください。

　□接種券　　□�本人確認書類（運転免許証、健康保険証等）　　□記入した予診票　　□保険証・お薬手帳　

　次に該当する方は接種を控え、接種の予約をした相談・予約センターまたは医療機関にご連絡ください。

▼ �接種当日に発熱、せき、喉の痛みなどの風邪症状がある方や、におい・味覚の異常、おう吐・吐き気があるなど体
調が悪い方

▼接種日間近に37.5℃以上の発熱があった方

▼接種日の２週間以内に、新型コロナウイルスの感染者または感染の疑いがある方と接触があった方
　※PCR検査の結果が陰性だった方との接触を除く。

　一般的にワクチン接種後には、ワクチンが免疫をつけるための反応を起こすため、接種部位の痛みなどの副反応が
生じる可能性があります。
　極めてまれですが、接種後すぐにアナフィラキシーショックと呼ばれる意識の低下を伴う急性のアレルギー反応が
起きる場合もあるため、接種後30分は接種会場や医療機関で座って様子を見ていただきます。
　接種後数日以内に現れる可能性のある症状としては、接種部位の痛み、疲労、頭痛（発現割合50％以上）など、
がありますが、これらの大部分は接種後数日以内に回復しています。
●接種後に、体に異常があるときの相談先

接種を受けた
医療機関 かかりつけ医

山形県ワクチンコールセンター
☎0120-567-690
午前８時30分～午後６時

集団接種会場で勤務する会計年度任用職員を募集！
■募集人数　若干名
■勤務地　朝暘武道館等
■勤務期間　�８月10日○火まで
■時間　�午前８時～午後６時の

うち７時間程度
■業務内容　�受付、予診票確認、

会場内誘導等
■申込み　本所職員課
　　　　　☎内線348
※�兼業可。短期間・半日単位での
勤務は要相談。勤務条件等の
詳細はお問い合わせください。

藤島地域

石橋内科胃腸科医院（★） 〇 受診時、☎64-2000

羽黒地域

佐藤医院［野荒町］ ー 受診時、☎62-2130

櫛引地域

遠藤医院（★） ー 受診時、☎57-2126

桂医院（★） ー 受診時、☎57-3303

佐久間医院（★） ー 受診時

鶴岡協立リハビリテーション病院 ー 受診時

温海地域

阿部医院（★） ー 入院中の方のみ主治医に相談

佐久間医院（★） ー 受診時、☎43-3146

佐藤診療所［湯温海］（★） ー 受診時、☎43-2037
石田内科医院、齋藤医院（★）、齋藤内科医院、山内循環器クリニッ
ク、わかな内科医院は当初の予定数に達し受付を停止中
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特 集
新型コロナワクチン接種のお知らせ
高齢者への

対象　�定期的に通院治療を受けている方等対象

　　　�接種日や時間は医療機関ごとに異なります。各医療機関にご確認ください日時

　　　�各医療機関での受診時等にご相談ください。下表に〇印がある医療機関では、その医療機関に通院していな
い方も受け付けます。また、電話番号が記載されている医療機関では電話予約が可能です

予約

　下表で（★）のついている22機関が追加され、全35機関で実施します。追加された医療機関では、準備が整い次第、
順次、予約受付・接種が開始されます。
　この拡充により、集団接種と合わせると、接種計画に掲げている接種率86％（3万 9,305人）に対応する予約枠
の確保は確実となっています。今後、接種率が高まる場合にもその推移を見ながら的確に対応していきます。

●実施医療機関（５月18日現在で予約受付中・予定の30機関を掲載。最新の状況は市ホームページをご確認ください。）

鶴岡市コロナワクチン相談・予約センター
☎0120-125-226（午前８時30分～午後５時15分／土曜・日曜日、祝日も含む）

集団接種のインターネット予約、予約確認、キャンセルはこちらから→

LINE市ホームページ

ワクチン及び予約枠確保の状況
ワクチン確保の目途は立っており、接種を希望する方は必ず接種できます。

集団接種の予約は５月中旬におおむね定員に達しましたが、
医療機関での個別接種の拡充により、接種計画に対応する予約枠の確保は確実となっています。

予約が取れずお困りの方は、下記コールセンターにご相談ください。
慌てず、冷静に対応されるようご協力をお願いします。

医 療 機 関
当院通
院中以
外の方

予約方法

第一学区

犬塚医院（★） ー 受診時

斎藤胃腸クリニック ー ☎24-7551

鶴岡協立病院 ー ☎23-6060

心臓・血圧 満天クリニック ー 受診時、☎25-3222

みやはらクリニック ー 受診時

第二学区

乙黒医院（★） ー 受診時、☎26-1011

すこやかレディースクリニック（★） 〇 ☎080-2813-1122
受付：午前10時～正午

中目内科胃腸科医院（★） ー 受診時

ましま内科クリニック ー 受診時

第三学区

荘内病院 ー 受診時

武田医院（★） 〇 受診時、☎25-1114

藤吉内科医院（★） ー 受診時

真島医院（★） ー 受診時

第四学区

川上医院（★） ー 受診時

第五学区

岡田医院（★） ー 受診時

第六学区

中村内科胃腸科医院（★） 〇 受診時、☎25-7800

本田耳鼻咽喉科医院（★） 〇 受診時、☎25-1133

湯田川地区

さくまクリニック（★） ー 受診時

大山地区

おかべ内科胃腸科医院 ー ☎33-1322

中里医院（★） ー 受診時、☎33-2142

西郷地区

わだ内科医院（★） ー 受診時
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誰もが幸福を実感できる暮らしを支え、
市民とともに育む「持続可能な交通」の実現

～住み続けられるまちを支える、交通ネットワークの構築～

■基本方針‐目指す将来像■

■基本目標と各プロジェクト・施策■

市民・来訪者の「交流」を
支える広域移動・市内拠点
間移動における利便性確保

地域の骨格を形成する「持
続可能な」公共交通ネット
ワークの構築

「まちづくり」と連携した
にぎわいを創出する公共交
通体系の構築

みんなでつくり、支え、「協
働」して育む公共交通

「誰もが利用しやすい」公
共交通環境の構築

基本目標

●��

問
合
せ　

本
所
地
域
振
興
課

☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
２

特　集

鶴岡市地域公共交通計画（計画期間：令和３年度～７年度）

交流活性化プロジェクト

市民協働プロジェクト

目標達成のためのプロジェクトと令和３年度の主な事業

①�令和４年度に、市街地を走る市内循環バスについて、現在の２系統を３系統
にし、また、停留所の間隔を短くするため、準備を進めます
②路線バス廃止地域等で、地域の実情に合った地域主体の交通を導入します
③高校生等の通学手段や経費などの実態調査を行います

①藤島地域・櫛引地域での、住民にとって最適な交通再編に向けて調査します
②�タクシー事業者が行う買物代行（タクシーに乗らずに買物や薬の受け取りな
どを依頼できるサービス）に支援します
③�公共交通について議論する場として、各地域で公共交通懇談会を開催します

①高齢者などが利用しやすい低床車両を導入した事業者に対し支援します
②�令和４年度からの路線バスでの交通系ＩＣカード（Suica）の導入に向けて、
効果的な活用方法等の調査を行います
③公共交通を身近に感じるイベントやバスの乗り方教室を開催します

環境改善・利用促進プロジェクト
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　70歳以上の方や免許証を自主返納
された方に、１か月2,550円で路線バ
スに何度でも乗れる定期券があります。
庄内交通の路線バスが乗り放題で、羽
黒地域や朝日地域、温海地域で走って
いる市営バスも利用できるため、１枚
持っていれば市内全域を移動すること
ができます。
　この定期券をお持ちの方は、お買物
や通院だけでなく、「ゆったり立ち寄り
温泉」や「お花見」など庄内散策を満喫
されています。車窓からゆっくり風景
を眺めながらの移動も楽しいものです。

　対象区域内が乗り放題の「つるおか
１日乗り放題券」という乗車券もあり
ます。定期券の対象ではない方、定期
券を買う前にお試しでバスを利用して
みたい方にお勧めです。
　学生の皆さんには「学生100円バス」。
市街地だけですが、学生証を見せれば、
100円で気軽に乗ることができます。
雨の日や夏の暑い日、お友達とのお買
物などの際、ぜひバスに乗ってお出掛
けしてみませんか？
　バスが皆さんにとって身近な生活の
一部になれたらうれしいですね。

路線バスを楽しく、お得に利用できる方法をお知らせします

人口の減少や新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が
減少している公共交通。多くの課題を抱えながらも、重要な地
域の足となっている公共交通に携わる方の声を紹介します。

コロナ対策に取り組んでいます

バスでも！タクシーでも！

▼バスで　
　停車するごとに前後の乗降口を開放したり、換
気扇が設置してあれば常時回したりするなど、小
まめに換気を行っています。
▼タクシーで
　飛まつ感染防止のため、
運転席と乗客席の間にアク
リル板やビニールシートを
設置しています。また、非
接触型のキャッシュレス決
済も導入しています。

庄内交通㈱  営業本部
乗合バス次長
中村美穂 さん

地域主体による新たな公共交通

●実施主体　�温海地域公共交通運営協議会
●運行日等　�▷戸沢線…月曜～金曜日（１日５便）
　　　　　　▷平沢線…月曜～土曜日（１日６便）
　　　　　　▷関川線…月曜～金曜日（１日６便）
　　　　　　▷�菅野代線…月曜～金曜日（１日３便）
●料金　　　�同一線内の乗降は200円（それ以外は400

円。障害者などに割引制度あり）
●利用方法　�利用する際は、前日午後５時まで、タク

シー事業者に要予約。関川線・菅野代線
は会員登録が必要

温海地域乗合タクシー
昨年10月からの試験運行で7,000人以上が利用！

長沼・八栄島地区デマンド型タクシー
６月２日から運行開始！

●実施主体　�長沼・八栄島地区デマンド交通運営協議会
●運行日等　�▷藤島・鶴岡ルート…月曜・水曜・金曜・

土曜日　▷庄内町ルート…火曜日　▷三
川町ルート…木曜日

　　　　　　※各ルート１日往路３便・復路３便。
●料金　　　�バス料金程度
●利用方法　�会員登録が必要。利用する際は、利用日

の１週間前から前日午後５時まで、タク
シー事業者に電話かＦＡＸで要予約

〈利用者の声〉
・�関川線は�ドア to ドアなので、荒天時や積雪時など
　に非常��に便利
・料金が安く、家計の負担軽減につながっている

バス利用拡大に向けた取り組み

ゴールドパス（70歳以上の方限定）
自動車運転免許証返納者割引定期券

バス定期券の購入を補助します

●対象　�市内に住民登録のある方
●料金　�通常料金１万370円の１か月券を2,550円

で販売（３か月・６か月・12か月券あり）
●内容　�庄内全域の庄内交通㈱バス路線（高速バス

等一部路線除く）と市営バスが乗り放題

学生100円バス
区域内であれば 1回100円でバスに乗られます

●対象　�中学生・高校生・大学生等
●利用方法　�降車時に写真付きの学生証を提示（支

払いは現金のみ）

つるおか 1 日乗り放題券
どなたでも１日区域内のバスが乗り放題です

●コース　�▷鶴岡市街地コース…500円
　　　　　▷湯野浜・湯田川コース…1,000円
　　　　　▷鶴岡全域コース…2,000円

運転免許自主返納者への支援

▼ �5,000円分の「タクシー券」または「バス回数券」
を交付

▼運転経歴証明書の発行手数料を市が全額負担
◎問合せ　本所防災安全課☎内線185

〈住民の声〉
・�長い間公共交通がなかったのでありがたい
・好きなときに出掛けられるので楽しみにしている
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市職員採用試験【令和４年４月１日採用予定】

■募集職種・受験資格

▷�上級行政（大卒程度）…昭和62年４月２日～平
成12年４月１日に生まれた方
▷�上級土木（大卒程度）…昭和62年４月２日～平
成12年４月１日に生まれた方
▷�土木（社会人経験者）…昭和57年４月２日以降
に生まれ、技術士、技術士補または１級土木施工
管理技士の資格を有し、民間企業の社員または公
務員として設計業務、施工管理等の経験が５年以
上ある方
▷�保健師（短大卒程度）…昭和62年４月２日以降
に生まれ、保健師免許を取得している方及び令和
４年４月までに取得見込みの方
▷�診療放射線技師（短大卒程度）…昭和62年４月
２日以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得し
ている方及び令和４年４月までに取得見込みの方
▷�臨床工学技士（短大卒程度）…昭和62年４月２
日以降に生まれ、臨床工学技士免許を取得してい
る方及び令和４年４月までに取得見込みの方
▷看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和52年４月
　２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方
　及び令和４年４月までに取得見込みの方
　※�看護師免許と併せて助産師免許を取得している
方及び令和４年４月までに取得見込みの方も募
集します。

■試験日時・会場・申込み

▷�上級行政・上級土木・土木（社会人経験者）・保
健師

▲

１次試験
　�全国の試験会場（テストセンター）でオンライン
受験
　６月28日○月～７月11日○日

▲ �

２次試験
　�１次試験に合格した方を対象に、８月上旬に実施
予定（ウェブ面接で実施する場合があります）

▲

申込み
　・�試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載し
ています

　・�申込みは６月１日○火～18日○金に市HP「電子申請」
からの手続きを原則とします。電子申請ができ
ない場合はご相談ください

▷�診療放射線技師・臨床工学技士・看護師［助産師］　

▲

適性検査
　�全国の試験会場（テストセンター）でオンライン
受験
　６月28日○月～７月11日○日

▲ �

面接試験
　�７月下旬～８月上旬に実施予定（ウェブ面接で実
施する場合があります）

▲

申込み
　・�試験案内は同院HPに掲載しています
　・�申込みは６月１日○火～18日○金に申込書を同院
総務課へ（郵送の場合18日○金までの消印有効）。
市HP「電子申請」からも手続きできます

■問本所職員課☎内線326、荘内病院総務課☎26‐5111

上記職種のほかに、初級行政、消防士等の採用
試験を９月に予定しています。

　

５
月
８
日
、
出
羽
三
山
丑
歳
御
縁
年
の
そ

の
お
山
で
、
田
植
え
を
再
現
し
て
い
る
儀
式

を
眺
め
て
い
た
。
庄
内
平
野
は
田
植
え
の
真

っ
盛
り
。農
業
の
み
な
ら
ず
、地
域
の
事
業
者
、

経
済
は
コ
ロ
ナ
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
時
、
異
形
の
お
姿
に
な
っ
た
皇
子

の
姿
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
田
植
え
の
儀
式
は
、

民
衆
に
寄
り
添
い
、
人
々
の
苦
悩
を
引
き
受

け
、
そ
し
て
異
形
の
お
姿
に
な
っ
た
と
い
う

皇
子
の
教
え
を
今
に
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
１
４
０
０
年
の
時
を
超
え
て
。

　

４
月
中
旬
か
ら
本
市
で
も
再
び
感
染
が
拡

大
し
、
県
と
市
と
の
合
同
要
請
、
市
独
自
の

特
別
警
戒
の
呼
び
掛
け
な
ど
、
市
民
の
皆
様

に
一
層
の
感
染
拡
大
防
止
の
行
動
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
域
経
済
、
社
会
活

動
に
も
大
き
な
制
約
が
生
じ
た
。
市
で
は
、

４
月
ま
で
ペ
イ
ペ
イ
を
活
用
し
た
消
費
喚
起

策
を
行
い
、
一
定
の
売
上
げ
増
加
に
つ
な
が

っ
た
面
も
あ
る
が
、
多
岐
に
わ
た
る
業
種
、

事
業
者
の
皆
様
に
対
し
て
は
、
当
然
そ
の
効

果
も
様
々
で
あ
る
。

　

市
議
会
３
月
定
例
会
に
提
案
し
た
中
小
企

業
振
興
条
例
案
が
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
。

鶴
岡
市
内
の
企
業
の
99
％
は
中
小
企
業
で
あ

り
、
そ
の
９
割
を
小
規
模
企
業
が
占
め
て
い

る
。
中
小
企
業
は
地
域
経
済
、
そ
し
て
日
本

経
済
の
基
盤
な
の
だ
。
提
案
し
た
条
例
は
、

い
わ
ゆ
る
理
念
条
例
で
、
条
例
そ
の
も
の
が

市
民
・
事
業
者
の
権
利
を
制
限
し
、
義
務
を

課
し
た
り
、
あ
る
い
は
事
業
者
へ
の
財
政
支

援
の
実
施
を
規
定
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な

い
。
小
規
模
企
業
を
含
む
中
小
企
業
の
振
興

の
た
め
に
、
行
政
・
事
業
者
・
経
済
団
体
・

市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
下
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
明
確
化
し
た
も
の
で
、

同
趣
旨
の
条
例
が
既
に
県
内
20
市
町
村
で
制

定
さ
れ
て
い
る
。
議
会
か
ら
は
、
市
民
の
皆 （41）
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令和２年度情報公開・個人情報保護条例の施行状況
■問本所総務課☎内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　）内は対象の公文書数　

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 45 27（165） 35（867） 11（‐） 2

内訳

①市長部局…28
②教育委員会…12
③選挙管理委員会…2
④消防…3

①13（48）
②11（45）
③ 1（70）
④ 2（2）

①20（396）
②12（210）
③ 2（253）
④ 1（8）

① 5（‐）
② 6（‐）

① 2

【個人情報保護】

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 1 ‐ 1（1） 1（1） ０
内訳 市長部局…1 ‐ 1（1） 1（1） ０

　鶴岡市情報公開条例及び
鶴岡市個人情報保護条例の
規定に基づき、令和２年度
の施行状況をお知らせしま
す。
　荘内病院、監査委員、農
業委員会、固定資産評価審
査委員会、議会は請求件数
が０件のため掲載していま
せん。
　１つの開示請求に対し複
数の決定が行われる場合が
あるため、請求の件数と決
定等の件数は一致しません。

開かれた市政を�

令和２年度審議会等公開及び意見公募の実績
■問本所総務課☎内線314

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。令和２年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

担当 審議会等の回数 うち公開された回数
市長部局 74 62
教育委員会 12 11
荘内病院 4 4
合計 90 77

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 10 31
教育委員会 0 0
荘内病院 1 0
合計 11 31

様
な
ど
の
意
見
を
伺
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
べ
き
と
の
ご
指
摘
を
頂
き
、
継

続
審
査
と
な
っ
た
後
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

意
見
提
出
者
は
１
名
の
み
で
あ
り
、
条
例
の

修
正
を
求
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
鶴
岡

商
工
会
議
所
、
出
羽
商
工
会
も
早
期
成
立
を

求
め
て
お
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
前
文
の
追
加

を
含
め
所
要
の
修
正
を
行
い
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
だ
け
早
く
中

小
企
業
を
応
援
す
る
条
例
の
成
立
を
図
り
た

い
。
条
例
制
定
の
暁
に
は
、
理
念
条
例
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
中
小
企
業
の
応
援

に
更
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

同
じ
く
３
月
定
例
会
で
は
、
鶴
岡
市
立
農

業
経
営
者
育
成
学
校
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
に
係

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
経
費
（
１
、５
０
０
万

円
）
を
予
備
費
に
回
す
処
理
が
行
わ
れ
た
。

議
会
か
ら
は
、
研
修
生
の
募
集
の
在
り
方
と

学
校
の
実
態
に
つ
い
て
厳
し
い
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
昨
年
度
入
校
し
た
研
修
生
13
人

の
う
ち
４
月
末
ま
で
に
８
人
が
退
校
し
た
。

地
元
に
就
職
し
た
り
、
進
路
変
更
し
た
り
し

た
研
修
生
も
い
る
の
で
、
全
て
を
後
ろ
向
き

に
捉
え
る
必
要
は
な
い
が
、
議
会
の
指
摘
も

踏
ま
え
、
新
た
に
校
長
を
配
置
し
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
増
員
す
る
な
ど
改
善
を
図
っ
て
い

る
。
こ
の
春
に
は
２
期
生
９
名
を
お
迎
え
し

て
お
り
、「
研
修
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
姿
勢

で
研
修
内
容
の
充
実
、
地
元
就
農
の
実
現
に

向
け
て
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
等
と
も
連
携
し
、

地
域
農
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

１
年
を
超
え
て
第
４
波
に
至
っ
た
コ
ロ
ナ

は
ま
さ
に
国
難
だ
。
ワ
ク
チ
ン
の
予
約
で
も

工
夫
は
凝
ら
し
た
が
、
電
話
の
集
中
な
ど
改

善
す
べ
き
こ
と
も
多
か
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
た
だ

下
は
向
か
な
い
、
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
改
善
だ
。

市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
こ
と
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
市

議
会
の
意
見
に
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

誠
実
に
、
勇
気
を
持
っ
て
小
さ
な
改
善
、
大

き
な
改
善
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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現在、学生の方が対象です。利用を希望する方を募集します�

つるおかエール奨学金返済支援制度【学生応募枠】
■申本所政策企画課☎内線565

■支援額
　就学期間に借り入れた奨学金等（上限：４万2,000円 ×12か月×正規の修学年数）を10年間分割して支給
■対象者
　次の（１）～（５）全てに該当する方

■応募書類
　�やまがた就職促進奨学金返還支援事業への応募に必
要な書類等（利用している資金等により異なります）
■募集期間
　�６月１日○火～ 30日○水午後５時
※市HP「電子申請」からも応募できます。 ※詳細は市HPに掲載の募集要項やQ&Aをご覧ください。

■支援の流れ

鶴岡市出身者等が奨学金等を利用して進学し、卒業後に市内に居住・就業した場合に、奨学金の返済を支援し
ます。

大学等の高等教育機関
在学中に応募

大学等卒業後13か月以
内に市内に居住・就職

市内に居住・就職して
から３年経過 支援金給付（10年間）

若者世帯の住宅の新築に補助します�

つるおか住宅活性化ネットワーク 若者世帯新築支援事業
■申本所建築課内「つるおか住宅活性化ネットワーク」事務局☎内線484

■対象
　次の①②の両方に該当する世帯先着20件
　①�市内に自ら居住するつるおか住宅を新築する若者
世帯

　　　つるおか住宅：�鶴岡産の木材を使い、市内の設
計・建築業者が建てる住宅

　　　若者世帯：�世帯主またはその配偶者のどちらか
が45歳未満である世帯

　②�移住世帯、婚姻世帯、子育て世帯のいずれかの世帯
　　　移住世帯：�平成28年 4月 1日以降に市内に転

入した世帯、または転入する世帯
　　　婚姻世帯：�平成28年 4月 1日以降に婚姻した

世帯、または実績報告書提出まで婚
姻する世帯

　　　子育て世帯：小学校卒業前の子供がいる世帯
　※�ほかにも要件があります。詳細はお問い合わせく
ださい。

■補助額
　基本額…25万円
　移住世帯加算額…10万円（先着５件）
　※�移住世帯かつ、婚姻世帯または子育て世帯のいず
れかの場合

■募集期間　９月30日○木まで
※�予算の範囲内で行うため、募集期間中に終了する場
合があります。
※�申請書類やパンフレットは同ネットワークHPからダ
ウンロードすることもできます。

市内出身者 市外出身者

（１）大学院、大学、高等専門学校、短期大学、専修学校専門課程等に在学している
山大農学部、公益大、鶴岡高専、慶應先端研、
荘内看護専門学校等に在学している

（２）
日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴岡
市育英奨学金または市が指定する金融機関の貸
付けのいずれかを利用している

日本学生支援機構第一種・第二種奨学金のいず
れかを利用している

（３）大学等卒業後、市内企業等への就業または市内での創業を希望する（公務員を除く）
（４）大学等卒業後、13か月以内に市内に居住・就業し、３年以上継続する見込みである
（５）やまがた就職促進奨学金返還支援事業へ応募する（金融機関の貸付けの利用者を除く）
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健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■日
６
月
１
日
○火
～
９
月
30
日
○木
の
開
院
日

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
27
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６　

■他
予
約
な
ど
を
医
療
機
関

に
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療

育
支
援
活
動
に
助
成
し
ま
す

■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■内
①
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発　

②
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修　

■
助
成
額

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内　

■申
６
月
30
日

○水
ま
で　

①
…
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

☎
内
線
７
０
７
へ　

②
…
本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
９
８
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

市
政

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

推
進
委
員
会
の
委
員
募
集

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間　

■対
市
内

に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
20
歳
以
上

の
方
４
人
程
度　

■申
６
月
15
日
○火
ま
で
本
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
９
へ　

■他
応
募
用
紙
は
同
課
及
び
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
に
設
置
。
市
HP

小
学
校
プ
ー
ル�

監
視
補
助
員
募
集

■
要
件　

高
校
生
以
上

で
、
監
視
補
助
業
務
に

専
念
し
泳
げ
る
方　

■

勤
務
期
間　

小
学
校
の

夏
休
み
期
間
（
7
月
25

日
頃
か
ら
約
１
か
月

間
）
の
プ
ー
ル
開
放
日

（
月
曜
～
金
曜
日
の
１

日
6
時
間
〈
5
日
～
10

日
程
度
〉）　

■
募
集
人
数　

各
校
若
干
名　

■
時
給　

８

６
３
円　

■
募
集
校　

黄
金
小
☎
22
‐
５
７

４
２
、
羽
黒
小
☎
62
‐
２
１
４
８
、
櫛
引
東

小
☎
57
‐
２
１
０
５
、
櫛
引
南
小
☎
57
‐
２

１
０
７　

■申
６
月
14
日
○月
ま
で
勤
務
を
希
望

す
る
小
学
校
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

マイナンバーカードがお得です�

証明書のコンビニ交付手数料を値下げします
■問本所市民課☎内線158

７月１日から、マイナンバーカードを利用して、コンビニのマルチコピー機及び市役所本所市民課ロビーに設
置の証明書交付機で各種証明書を取得する場合、市役所窓口で取得するより交付手数料が安くなります。

■交付手数料（１通）

※�請求時に本市に住民登録のある方に限ります（戸籍
全部〈個人〉事項証明書、戸籍の附票の写しは本市
に住所・本籍のある方）。
■利用できるコンビ二等・時間
　 ▽ �全国のセブン ‐イレブン・ローソン・ファミリー
マートのマルチコピー機

　　�午前 6時30分～午後11時（12月29日～１月３
日及びシステムメンテナンス時間帯を除く）

　 ▽本所市民課ロビーに設置の交付機
　　本所開庁時間
　※�戸籍全部（個人）事項証明書・戸籍の附票の写し
は月曜～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５
時15分

■取得に必要なもの
　利用者証明用電子証明書が
記録されているマイナンバー
カード、カード交付時に設定
した４桁の暗証番号、交付手
数料　

７月１日から市民課ロビーに証明書交付機を設置
　コンビニ交付と同じ手数料で利用できます。マ
イナンバーカードをまだお持ちでない方は、この
機会に取得してはいかがですか。

取得できる証明書 コンビニ交付 窓口交付
住民票の写し 200円 400円
印鑑登録証明書 200円 400円
所得・課税証明書 200円 400円
戸籍全部（個人）事項証明書 250円 450円
戸籍の附票の写し 200円 400円

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
用
の
申

請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
６
月
４
日
○金

ま
で
に
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
が
遅
れ
る
と
医
療
証
を
継
続
し
て
使
用
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
な
ど
、
新

た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
険
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
入
方

法
」
等
を
参
考
に
６
月
末
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
は
児
童
手
当
の�

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

一
緒
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■持
新
し
い
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、
印

鑑
（
扶
養
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
）

▼
限
度
額
適
用
認
定
証　

入
院
な
ど
で
医
療

費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
者
に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
行
い
、

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
に

よ
り
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
健
康
保
険
組
合
等
）

▼
高
額
療
養
費
代
理
請
求
・
返
還
に
ご
協
力

く
だ
さ
い　

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方

に
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
提
出
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

保
険
者
か
ら
被
保
険
者
の
方
に
高
額
療
養
費

が
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
福
祉
医
療
負
担
分

の
返
還
が
必
要
で
す
。

▼
共
通　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療

証
更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
要
件
、
所
得
要
件
の
確
認
を
行
い

対
象
と
な
る
場
合
は
６
月
30
日
○水
ま
で
に
医

療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
な
ど
、
新

た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
険
証
、
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お

持
ち
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
に
つ
い
て

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方　

①
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者　

②
出
産
日
が

平
成
31
年
２
月
１
日
以
降　

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を

含
む
）　

■
届
出　

出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら　

■
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月

間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら

６
か
月
間
）　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐

５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
医
療
費
の
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す　

県

外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
よ
り
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）

▼
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す　

福
祉
医
療
証
は
、
保
険
証
と

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
生
活
・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、

安
否
確
認
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
該
当
す
る
方
）、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮
ら
し
の
方　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ　

障
害
の
あ
る

方
…
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ一

人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯　

②
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難　

③
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
該
当
す
る　

■内
市
が
委
託
し
た
業

者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・
マ

ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま
す

（
１
人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま

で
）　

■
自
己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用

の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
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ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
の
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

体
長
４
・
５
㎜

程
度
で
、
黒
色
の
体
に
白
い
し
ま
が
あ
る
蚊

で
す
。
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
の
感
染
者
が
刺

さ
れ
る
と
、
そ
の
蚊
が
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し

感
染
が
広
が
り
ま
す
。

▼
生
態　

１
・
２
週
間
、
水
中
で
生
息
し
成

虫
に
な
り
ま
す
。
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
潜

み
、小
さ
な
音
で
飛
び
、日
中
も
吸
血
し
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、

植
木
鉢
の
受
け
皿
、
バ
ケ
ツ
等
に
雨
水
が
た

ま
っ
て
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
な
い
よ
う
水
の

除
去
・
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。
や
ぶ
や
草
む

ら
は
定
期
的
に
草
を
刈
る
な
ど
、
蚊
が
潜
む

場
所
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の
作
業

時
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
防
虫

用
品
を
使
用
す
る
な
ど
蚊
か
ら
刺
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
１

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

▼
食
品
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う　

目
安

は
中
心
部
分
の
温
度
が
75
℃
で
１
分
間
以
上

で
す
。

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
さ
ら

に
熱
湯
を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

調
理
や

食
事
の
前
、
ト
イ
レ
、
お
む
つ
交
換
、
生
肉

・
魚
を
扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
２
月
～
５
月
分
で
、

６
月
15
日
○火
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
・
生
活
・
そ
の
他

６
月
15
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

６
月
15
日
○火
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
市
・
県

民
税
は
昨
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

■他
市
HP

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
払
い
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

付
書
払
い
の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
、
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
払

い
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
お
送
り
し
ま
す

■日
６
月
中
旬
ま
で　

■対
車
検
が
必
要
な
車
両

の
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
０

で
す
が
、
そ
の
た
め
に
人
の
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
餌
を
与

え
る
方
は
、
そ
の
猫
の
飼
い
主
と
な
り
ま
す
。

自
分
で
責
任
が
持
て
な
い
場
合
は
安
易
に
餌

を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
猫
に
餌
を
与
え
る
方
は
飼
い
主
と
し
て
の

責
任
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い　

猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
事
故
等
で
負
傷
し
た
猫
が

保
健
所
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
が

分
か
る
よ
う
首
輪
や
名
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ふ
ん
の
始
末
を

し
て
く
だ
さ
い
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は

避
妊
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
・
猫
の
譲
渡　

庄
内
保
健
所
（
☎
66
‐

４
７
４
８
）
で
は
、
犬
・
猫
を
譲
渡
す
る
事

業
の
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
、
譲
り
受

け
た
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す�

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」
河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
27
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～

火
打
崎
橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線

〈
矢
引
〉
～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】　

▼
７
月

４
日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地

域
【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、

山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時

…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
石
山
橋
～
新
橋
）

（
坂
野
下
～
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～

大
山
川
合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、

三
瀬
川（
水
無
～
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川（
三

い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
症
状
が
出
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う　

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。

激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重

症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
現
れ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
１

飼
う
人
も
飼
わ
な
い
人
も
住

み
よ
い
ま
ち
に
！

▼
む
や
み
に
野
良
猫
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う　

野
良
猫
に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
に

よ
っ
て「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
に
感
染
し
死
に
至
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う　

市
に
は
野
良
猫
に
つ
い
て
の
相
談
が
年
間
40

件
以
上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が

ふ
ん
尿
や
餌
や
り
へ
の
苦
情
で
す
。
特
定
の

場
所
に
多
く
の
猫
が
集
ま
り
、
近
隣
へ
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

　

動
物
に
愛
情
を
掛
け
る
こ
と
は
尊
い
こ
と

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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償
責
任
に
備
え
る
保
険

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
自
転
車
安
全
整
備
店

・
保
険
会
社
等
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▽
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
走
行
　

▽
歩
道
は
歩
行
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
　

▽
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

最
長
24
か
月�

移
住
者
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯　

①
令
和
３

年
３
月
１
日
～
令
和
４
年
２
月
28
日
に
山
形

県
外
か
ら
鶴
岡
市
に
転
入
し
た　

②
転
入
前

に
市
の
移
住
に
関
す
る
相
談
窓
口
等
を
利
用

し
た　

③
会
社
等
の
転
勤
や
、
進
学
に
よ
る

異
動
で
な
い　

④
本
市
に
定
住
す
る
意
思
が

あ
る　

⑤
ふ
る
さ
と
山
形
移
住
・
定
住
支
援

セ
ン
タ
ー
の
家
賃
補
助
を
受
け
て
い
る　

■

対
象
住
宅
　
移
住
に
際
し
、
申
請
者
本
人
が

自
己
の
居
住
の
た
め
新
た
に
契
約
す
る
住
宅

（
県
営
・
市
営
の
賃
貸
住
宅
、
社
宅
・
寮
な

ど
の
雇
用
主
か
ら
貸
与
さ
れ
る
住
宅
、
３
親

等
以
内
の
親
族
〈
ま
た
は
そ
の
親
族
が
経
営

す
る
法
人
〉が
所
有
す
る
賃
貸
住
宅
を
除
く
）　

■
上
限
額　

月
額
１
万
円　

■申
本
所
地
域
振

興
課
☎
内
線
５
８
６　

■他
市
HP

移
住
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
経
費

を
助
成
し
ま
す

■対
法
人
事
業
者
…
県
外
に
所
在
し
雇
用
す
る

ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
に
向
け
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

他
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
を
実
際

に
操
作
し
て
い
た
だ
き
、
ア
プ
リ
の
選
定
や

普
及
促
進
方
法
、
廃
棄
物
施
策
へ
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。
終
了
後
は
新
ご
み
焼
却
施
設

の
見
学
を
行
い
ま
す
。

■日
６
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
ご
み
焼

却
施
設　

■申
６
月
15
日
○火
ま
で
廃
棄
物
対
策

課
☎
22
‐
２
８
４
８
へ

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
の

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

申
請
は
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付
窓
口
は

本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支
庁
で
は

手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
～
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

自
転
車
保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

　

近
年
、
全
国
的
に
な
が
ら
ス
マ
ホ
等
に
よ

る
自
転
車
死
亡
事
故
な
ど
、
自
転
車
側
が
加

害
者
と
な
る
事
故
が
増
え
て
お
り
、
高
額
な

賠
償
を
命
じ
ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

 

「
自
転
車
安
全
利
用
５
則
」
を
守
り
、
万
が

一
の
事
故
に
備
え
て
自
転
車
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
等
、
自
転
車
事
故
の
損
害
賠

労
働
者
を
本
市
に
移
住
さ
せ
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
企
業　

個
人
事
業
者
…
県
外
か
ら
本
市

に
移
住
し
事
務
所
を
設
け
て
事
業
を
開
始
す

る
方
で
、
移
住
後
、
本
市
に
１
か
月
以
上
居

住
し
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
県
外
事
業
者
と
取

引
を
行
う
方　

■
補
助
率　

対
象
経
費
の
４

分
の
１　

■
対
象
経
費
・
補
助
上
限
額　

通

信
環
境
整
備
費
（
1
万
５
、
０
０
０
円
）、

通
信
費
（
月
額
１
、
２
５
０
円
）、
在
宅
勤

務
に
係
る
手
当
（
一
時
金
〈
１
回
５
万
４
、

０
０
０
円
〉、
毎
月
払
〈
月
額
４
、
５
０
０

円
〉）、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
使
用
料
（
月
額
３
、

０
０
０
円
）、本
社
等
へ
の
出
張
交
通
費
（
３

万
円
）　

■申
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８

6　

■他
市
HP

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ

ム
手
袋
を
着
用
し
、
使
用
法
・
使
用
量
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
向
き
等
に
注
意
し
、

住
宅
地
等
へ
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

計
画
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用

地
等
の
借
受
け
を
新
た
に
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

市
全
域　

■申
来
年
２
月

28
日
○月
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁

舎
）
☎
64
‐
５
８
６
０
、
農
業
委
員
会
各
分

瀬
地
内
）、降
矢
川（
中
山
地
内
）、藤
倉
川（
中

山
地
内
）、大
戸
川
（
大
広
～
国
道
７
号
〈
大

荒
〉）】、藤
島
地
域【
藤
島
川
】、羽
黒
地
域【
藤

島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒
川
】、
朝

日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青
竜
川
、
倉

沢
川
、
戸
沢
川
ほ
か
】、
温
海
地
域
【
五
十
川
、

温
海
川
、
庄
内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関
川
ほ
か
】　

▽
午
前
８
時
～
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新
内
川

右
岸
（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本
所
土

木
課
☎
内
線
４
４
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
４
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
～

７
時
…
三
瀬
海
岸　

▽
午
前
６
時
30
分
～
８

時
30
分
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
11
日
○日　

▽

午
前
６
時
～
７
時
…
小
波
渡
海
岸　

■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
不
法
投

棄
で
す

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き

缶
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
は
不
法
投

棄
と
な
り
ま
す
。
不
法
投

棄
は
、
重
大
な
犯
罪
と
し

て
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
、
０
０
０
万
円
以

下
（
会
社
・
団
体
等
が
行
っ
た
場
合
は
３
億

円
以
下
）
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
内
「
鶴
岡
市
不
法
投
棄
監

視
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局
☎
22
‐
２

８
４
８

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。
国
内
外
で
の
災
害
対

応
、
復
興
支
援
、
防
災
活
動
な
ど
に
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
災
害
等
資
金
積
立
金
会
計　

■
令
和
２
年

度
末
積
立
金
残
高　

２
０
９
万
５
、
８
５
７

円▽
会
計
決
算

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

市
民
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確

保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
施
設
で
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
危
険
物
を
取
り
扱
う

事
業
所
は
、
自
主
保
安
体
制
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な

ど
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
場
合
は
流
出
さ
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間

　

今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
女
だ

か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、
私
だ
か
ら
、

の
時
代
へ
。」。
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、

学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の

周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
６
５

日
本
赤
十
字
社
鶴
岡
市
地
区
か

ら
の
お
知
ら
せ

▼
６
月
・
７
月
は
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向
け

て
活
動
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
決
算
・
活
動
報
告　

▽
会
費
収
納
会
計　

■
会
費
合
計　

２
、
２

５
４
万
８
、
９
１
６
円　

■
会
員
数　

個
人

…
２
万
９
、
５
８
７
人　

法
人
…
５
５
５
件　

▽
義
援
金
収
納
合
計　

■
義
援
金
合
計　

19

万
３
、
０
１
３
円　

か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
生
活
や
産
業
活
動

に
不
可
欠
な
水
道
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
、

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
よ
る
保
守
点

検
や
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に
よ
る
清
掃
の

ほ
か
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質

保
全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）

に
よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境
を
守

る
た
め
必
ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！�

７
月
６
日
は
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
は
、
毎
年
、
全
国
各
地

に
約
２
、
８
０
０
ｔ
出
荷
す
る
鶴
岡
市
が
誇

る
特
産
物
で
す
。
収
穫
の
最
盛
期
が
７
月
で
、

数
字
の
「
６
」
が
メ
ロ
ン
の
形
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日
を
庄
内
砂
丘

メ
ロ
ン
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。
甘
く
て
み

ず
み
ず
し
い
地
元
の
旬
の
味
覚
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
３

事
故
ゼ
ロ
へ 

ト
ラ
イ
重
ね
る 

ワ
ン
チ
ー
ム�

６
月
６
日
～
12
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事

業
所
等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
各
支
所

へ　

■他
市
HP

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
８

６
月
は
環
境
月
間�

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

を
設
置
す
る
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る
、

き
ち
ん
と
ご
み
の
分
別
を
す
る
、
で
き
る
だ

け
宅
配
便
を
１
回
で
受
け
取
る
な
ど
、
一
つ

ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
も
み
ん
な
で
取
り

組
む
と
大
き
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
身

近
で
で
き
る
環
境
に
優
し
い
こ
と
か
ら
一
緒

に
始
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

生
活
も 

ウ
イ
ル
ス
予
防
も 

蛇
口
か
ら�

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業

は
、
本
市
と
三
川
町

に
１
日
平
均
４
万
４
、

３
２
２
㎥
の
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
こ

の
大
量
の
水
を
送
る
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
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県支部支出金
41万円

鶴岡市地区会計

歳 入
464万1,163円

鶴岡市地区会計

歳 出
464万1,163円電算システム・

消耗品等事務費
131万7,649円

人件費
53万6,027円

自治会等への
交付金

（収納額の９％）
191万6,271円

海浜救護所助成金
２万5,000円

県支部交付金
388万1,765円

積立金取崩額
34万9,398円

日赤奉仕団・JRC・
献血助成金
41万円

地区運営協議会費
17万2,081円

災害見舞金等
26万4,135円

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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櫛引 フレイル予防教室「リズム体操」

健康づくりのための体操教室。参加者は
テンポの良い音楽に合わせてリズム良く
体を動かし、爽やかな汗を流しました。

5.13

＜くしびき温泉ゆ～Town＞

鶴岡 森林公園「いこいの村公園」開園

チューリップやコスモス鑑賞、ジョギン
グ等も楽しめるよう旧施設の跡地を整備。
テープカットや植樹で開園を祝いました。

４.24

＜旧いこいの村庄内＞

羽黒 随神門前ポケットパーク完成

バリアフリートイレや待合所を備えた施
設が新たに完成。羽黒山や手向地区のに
ぎわいづくりの拠点として期待されます。

４.19

＜羽黒山随神門前＞

で き ご と

ま ち の

ト ピ ツ ク ス

つほ と

市内外 県縦断駅伝競走大会（第１日）

４.27

＜写真：鶴岡市役所前＞

青空の下で２年ぶりに開催。爽やかな風
を力に変えた鶴岡・田川チームの快走が
光り、鶴岡中継所を１位で通過しました。

温海 しゃりんもうそうまつり

「これおいしそうだの」。早田もうそうの
直売が行われ、朝掘りのえぐみの少ない
新鮮な味を求める人でにぎわいました。

５. 9

＜道の駅「あつみ」しゃりん＞



15 広報つるおか　2021 . 6 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

食
の
課
題
と
鶴
岡
の
食
文
化
を

考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ネ
ル
展

■日
６
月
16
日
○水
～
30
日
○水
午
前
10
時
～
午
後

10
時
（
初
日
は
午
後
２
時
か
ら
。
最
終
日
は

午
後
５
時
ま
で
）　

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市

場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）

■
テ
ー
マ　

郷
土
の
食
文
化
が
持
続
可
能
な

未
来
を
つ
な
ぐ　

■問
本
所
食
文
化
創
造
都
市

推
進
課
☎
内
線
５
２
７

ス
テ
ラ
の
会
・
星
を
見
る
会 

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
星
座
を
見
よ
う

■日
６
月
18
日
○金
午
後
７
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
解
説
、
観
望　

■費
１
０
０
円　

　
■他
資
料
を
希
望
す
る
方
は
１
０
０
円
。
中
学

生
以
下
保
護
者
同
伴

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
６
月
19
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■場
勤
労
者

会
館　

■内「
経
営
を
科
学
す
る
」
高
橋
幸
司

氏
（
前
鶴
岡
高
専
校
長
）　

企
画
展
示「
秘
奥
深
密（
ヒ
ミ
ツ
）の

湯
殿
山
―
語
ら
れ
ぬ
山
の
物
語
―
」

■日
６
月
26
日
○土
～
11
月
29
日
○月
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■内
湯
殿
山
と
羽
黒
山
の
歴

史
的
関
係
資
料
展
示　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
２
０
０
円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念

館
☎
62
‐
４
７
２
７

佐
々
木
麻
子
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

コ
レ
・
ダ
ヴ
ァ
・
ワ
ガ
ル
ナ
ー
ダ

■日
６
月
６
日
○日
午
後
２
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■
出
演　

佐
々
木
麻
子
、
鎌
田
邦
裕

（
フ
ル
ー
ト
）、
渡
辺
啓
介
（
ピ
ア
ノ
）　

■費

大
人
…
２
、
０
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
５

０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡
、
鶴
岡
楽
器
㈱　

■問
佐
々
木
麻
子
オ

ペ
ラ
制
作
委
員
会
☎
０
５
０
‐
３
６
３
２
‐

６
６
５
９　

■他
未
就
学
児
入
場
不
可

そ
ば
処
大
梵
字 　
　
　
　
　

十
割
そ
ば
食
べ
放
題

■日
６
月
12
日
○土
～
20
日
○日
午
前
11
時
～
午
後

５
時　

■費
1
、
８
０
０
円
（
天
ぷ
ら
３
品
・

小
鉢
付
き
）　

■場
・
■申
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53

‐
３
４
１
３　

■他
数
量
限
定
。
予
約
優
先

東
北
公
益
文
科
大
学
・
慶
應
義
塾
大
学
共
催

キ
ャ
ン
パ
ス
de
健
幸
体
験

■日
６
月
13
日
○日
・
14
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■場
鶴
岡
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
旧
水

の
食
卓
百
け
ん
濠
）　

■内
心
身
の
健
康
に
関

す
る
大
学
の
研
究
や
学
生
の
活
動
紹
介
・
最

新
情
報
提
供
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
験　

■問
公
益
大
大
学
院
☎
29
‐
０
５

５
５松

岡
窯
陶
芸
教
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　

陶
芸
で
自
分
だ
け
の
時
計
づ
く
り

■日
６
月
13
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■定
20
人

■内
陶
芸
で
壁
掛
け
時
計
を
制
作　

■費
３
、
５

０
０
円　

■場
・
■申
同
教
室
☎
62
‐
４
８
２
４

っ
け
ん
作
り
、か
ぶ
漬
け
体
験
（
季
節
限
定
）

等　

■費
３
０
０
円
か
ら　

■問
同
支
所
内
あ
つ

み
湯
け
む
り
女
子
会
☎
43
‐
２
４
１
１

大
鳥
音
楽
祭

■日
６
月
５
日
○土
午
後
２
時　

■場
大
鳥
自
然
の

家　

■定
40
人　

■
出
演　

二
代
目
高
橋
竹
山

（
津
軽
三
味
線
）、
保
多
由
子
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
）、
小
田
朋
美
（
ピ
ア
ノ
）　

■費
大
人
…
３
、

０
０
０
円　

高
校
生
…
１
、
０
０
０
円　

中

学
生
…
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
制
で
実
施
し
ま
す　
　
　
　
　
　

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
６
月
６
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■内
朝
日
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
バ
イ
キ

ン
グ　

■費
１
皿
１
０
０
円　

■場
・
■問
産
直
あ

さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

白
幡
進
回
顧
展「
内
な
る
月
山
」

を
描
き
づ
つ
け
た
画
人
の
軌
跡

■日
６
月
９
日
○水
～
７
月
19
日
○月
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■内
同
氏
の
作
品
展
示
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
「
画
人
と
作
品
」（
■日
6

月
12
日
○土
午
後
２
時　

■師
櫻
井
德
喜
氏
、
齋

藤
拓
氏　

■申
６
月
11
日
○金
ま
で
）、
芸
術
談

義
「
江
川
満
の
勝
手
に
白
幡
作
品
を
解
釈
」

（
■日
6
月
19
日
○土
午
後
２
時　

■師
江
川
満
氏　

■申
６
月
18
日
○金
ま
で
）　

■費
大
人
…
８
０
０

円　

学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３

０
０
円　

■場
・
■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１

９
９

催
し

あ
つ
み
温
泉　
　
　
　
　
　
　

ば
ら
園
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
６
月
１
日
○火
～
30
日
○水　

■場
同
温
泉
街

■内
バ
ラ
エ
ン
ク
エ
ス
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
、
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ば

ら
の
足
湯
（
毎
週
土
曜
日
）
等　

■問
あ
つ
み

観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房　
　
　

「
遊
っ
た
り
や
」オ
ー
プ
ン

■日
６
月
５
日
○土
か
ら
（
完
全
予
約
制
。
日
時

は
問
合
せ
）　

■場
出
羽
商
工
会
温
海
支
所
等

■内
し
な
布
の
し
お
り
・
ビ
ー
ズ
・
ハ
ー
ブ
せ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。
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情報掲示板
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るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。



16■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
６
月
17
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■場
エ
ス
モ

ー
ル　

■内
ミ
ニ
講
話
と
交
流
会　

■申
６
月
10

日
○木
ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
を
歩
く　

■日
６
月
19
日

○土
午
前
８
時
45
分
（
櫛
引
南
部
保
育
園
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所

発
〈
要
予
約
。
先
着
35
人
〉）　

■場
西
片
屋
→

板
井
川
→
西
荒
屋
（
８
㎞
）　

■定
50
人　

■費

１
、
１
０
０
円
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

■申
６
月
７
日
○月
～
14
日
○月

▼
信
仰
の
歴
史
を
語
る
荒
倉
山
か
ら
由
良
へ

■日
７
月
11
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合〈
現
地
集
合
不
可
。全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
→
荒
倉
山

→
由
良
→
白
山
島
→
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
９
㎞
）　

■定
35
人　

■費
１
、
０
０

０
円　

■申
６
月
28
日
○月
～
７
月
５
日
○月

▼
共
通　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
７
月
10
日
○土
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）、
第
四
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
と
オ

ン
ラ
イ
ン
中
継
）　

■内
講
演
「
認
知
症
と
い

う
病
気
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内
科
主

任
医
長
）　

■申
７
月
８
日
○木
ま
で
本
所
長
寿

Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
！
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
！
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｔ
！

「
ん
ま
つ
ー
ポ
ス
」ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■日
７
月
11
日
○日
午
後
２
時　

■場
由
良
海
岸　

■対
小
学
生
以
上
先
着
20
人　

■師
ん
ま
つ
ー
ポ

ス　

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
５
日
○土
か
ら
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡
HP
で　

■問
同
館
☎
24
‐
５
１

８
８健

康
・
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
６
月
14
日
○月
、
７
月
12
日
○月
午
後

７
時
、
６
月
26
日
○土
午
前
10
時
30
分　

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

６
月
・
７
月
の
毎
月
６
回
程
度　

■時
午
後
２

時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

６
月
10
日
○木
、
７
月
８
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
６
月
15
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

７
月
20
日
○火
午
後
７
時　

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

利
用
資
格
講
習
会

■日
６
月
18
日
○金
、
７
月
７
日
○水
・
16
日
○金
、

８
月
４
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上

■費
３
１
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐

２
１
４
３

８
時
30
分　

■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）　

■問
羽
黒
町
観
光
協
会
☎
62
‐
４
７
２

７
ま
る
ご
と
体
験「
し
な
織
の
里
関
川
」

し
な
の
皮
は
ぎ
・
花
摘
み
体
験

■日
６
月
27
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
関
川
し

な
織
セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上
先
着
10

人　

■内
し
な
の
木
の
保
育
活
動
、
皮
は
ぎ
・

花
摘
み
体
験
等　

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
18

日
○金
ま
で
関
川
自
治
会
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
開
催　
　
　

や
ま
が
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
合
同
企
業
説
明
会

■日
６
月
29
日
○火
・
30
日
○水　

■時
対
面
…
正
午

～
午
後
４
時
30
分　

オ
ン
ラ
イ
ン
…
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30
分　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ

ン
グ
（
山
形
市
）　

■対
来
年
３
月
卒
業
予
定

の
学
生
、
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
等　

■
参
加
企
業　

各
日
80
社
程
度　

■問
山
形
県

雇
用
・
コ
ロ
ナ
失
業
対
策
課
☎
０
２
３
‐
６

３
０
‐
２
３
７
５　

■他
HP
で
要
事
前
登
録

読
書
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
・

市
民
の
集
い　

川
島
隆
太
講
演
会

■日
７
月
３
日
○土
午
後
１
時
30
分
　
■場
中
央
公

民
館　

■内「
読
書
が
も
た
ら
す
脳
へ
の
効
果

～
健
全
な
成
長
と
認
知
症
予
防
～
」
川
島
隆

太
氏
（
脳
科
学
者
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

八
文
字
屋
、
こ
ぴ
あ
八
文
字
屋
、
阿
部
久
書

店
、
和
泉
書
店
、
ま
ち
づ
く
り
ス
タ
ジ
オ
鶴

岡
Ｄ
ａ
ｄ
ａ
、
事
務
局　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
中
継
し
ま
す　
　
　
　

う
ま
イ
カ
・
干
し
イ
カ
・
イ
カ
ま
つ
り

■日
６
月
20
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■内

生
イ
カ
・
一
夜
干
し
等
の
完
全
予
約
販
売
等

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

映
画
「
ち
む
ぐ
り
さ 

菜
の
花

の
沖
縄
日
記
」
の
集
い

■日
６
月
23
日
○水
午
後
２
時
・
６
時
30
分　

■場

出
羽
庄
内
国
際
村　

■内
昼
の
部
…
上
映　

夜

の
部
…
集
い
、上
映　

■費
５
０
０
円　

■問
６
・

23
沖
縄
慰
霊
の
日
・
映
画
の
集
い
実
行
委
員

会
☎
22
‐
１
７
７
６

湯
ノ
沢
岳
登
山

■日
６
月
26
日
○土
午
前
７
時
（
湯
ノ
沢
岳
登
山

口
〈
本
郷
地
区
〉
集
合
）　

■費
１
、
５
０
０

円　

■申
６
月
18
日
○金
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光

協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

鈴 

朝
ど
り「
カ
ラ
竹
」祭
り

■日
６
月
27
日
○日
午
前
７
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■場
鈴
地
区
内　

■内
カ
ラ
竹
・
カ
ラ

竹
御
飯
販
売　

■問
売
虎
庵
☎
45
‐
２
５
４
５

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔　
　
　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
６
月
26
日
～
10
月
３
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
（
８
月
10
日
○火
～
13
日
○金
、
９
月
24
日

○金
も
実
施
）　

■時
６
月
～
８
月
…
午
後
６
時

～
９
時　

９
月
・
10
月
…
午
後
５
時
30
分
～
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介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　
　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
日
午
後
７
時
…
朝
暘
武
道
館

木
曜
日
午
後
７
時
35
分
…
朝
暘
一
小　

土
曜

日
午
後
５
時
…
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー　

■費
月

額
２
、
５
０
０
円
（
別
途
入
会
金
２
、
０
０

０
円
、
父
母
会
費
１
世
帯
５
０
０
円
）　

■申

和
道
会
鶴
岡
支
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
新
規
会
員
募
集

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館
等　

■内
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
自
彊
術
、
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
楽
ら
く
健
康
体
操
、

ヨ
ガ
、
開
脚
道
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ス
ト
レ
ッ

チ
＆
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

等　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
２
、

０
０
０
円
）、
別
途
登
録
年
会
費
２
、
０
０

０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３

１　

■他
無
料
体
験
可

子
育
て
・
子
供
向
け

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
受
講
生
募
集 

水
遊
び
＆
泳
ご
う
コ
ー
ス

▼
火
曜
日
・
金
曜
日
の
部　

■時
午
後
６
時
30

分　

■対
年
長
児
・
小
学
生
（
年
中
以
下
は
要

相
談
）

▼
土
曜
日
１
部　

■時
午
前
９
時
45
分　

■対
年

長
児
・
小
学
生

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
６
月
9
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、
７
月

７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
の
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在

住
の
授
乳
期
の
母
親　

■内
助
産
師
に
よ
る
授

乳
の
ア
ド
バ
イ
ス　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤

ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な
も
の
（
授
乳
用

品
、お
む
つ
等
）　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
７
４

子
ど
も
科
学
教
室 

「
化
学
の
世
界
を
楽
し
も
う
！
」

■日
６
月
12
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
櫛
引
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
（
１
年
～
３

年
生
は
保
護
者
同
伴
）
先
着
20
人　

■内
化
学

実
験
等　

■申
６
月
7
日
○月
ま
で
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

酒
田
特
別
支
援
学
校 

学
校
説
明
・
見
学
会

■日
６
月
15
日
○火
午
前
10
時　

■対
同
校
に
入
学

を
考
え
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者　

■内

同
校
の
教
育
概
要
説
明
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談　

■場
・
■申
同
校
☎
０
２
３
４
‐
34
‐
２

０
２
６　

■他
HP

南
部
児
童
館

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア
ー

ト〝
雨
〟」　

■日
６
月
18
日
○金
午
前
10
時　

■場

同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
子
供
の
寝
姿
で
ア
ー
ト

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

▼
自
然
体
験
「
ス
プ
リ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
in
遊
佐
」　

■日
６
月
19
日
○土
午
前
９
時
～

午
後
３
時　

■場
遊
佐
町　

■対
小
学
生
先
着
10

人　

■内
海
岸
林
の
自
然
散
策　

■師
齋
藤
安
和

氏（
庄
内
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）　

■持
昼
食

■申
６
月
１
日
○火
か
ら

▼
自
然
体
験
「
サ
マ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
in

由
良
」　

■日
７
月
４
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

３
時　

■場
由
良
海
岸　

■対
小
学
生
先
着
10
人　

■内
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
等　

■持
昼
食　

■申
６

月
22
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

大
山
児
童
館　
　
　
　
　
　
　
　

水
に
浮
く
絵
ろ
う
そ
く
を
作
っ
て
み
よ
う

■日
６
月
19
日
○土
午
前
９
時
30
分（
同
館
集
合
）　

■場
富
樫
ろ
う
そ
く
店　

■対
小
学
生
先
着
10
人　

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
12
日
○土
ま
で
同
館
☎

38
‐
０
２
６
０
へ

西
部
児
童
館
自
然
体
験
事
業　
　
　

由
良
海
岸
で
ち
ょ
こ
っ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
工
作

■日
６
月
26
日
○土
午
前
９
時
20
分
～
午
後
２
時

30
分　

■場
由
良
海
岸
等　

■対
小
学
生
先
着
20

人　

■内
砂
浜
の
清
掃
と
貝
殻
工
作　

■費
４
１

０
円　

■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■日
6
月
26
日
○土
午
前
10
時
・
11
時　

■対
幼
児

・
低
学
年
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
各
回
先

着
15
人　

■内
親
子
で
は
り
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー

を
体
験　

■費
１
０
０
円　

■場
・
■申
６
月
15
日

○火
か
ら
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

▼
土
曜
日
２
部　

■時
午
前
10
時
45
分　

■対
４

歳
～
小
学
生

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■費
月
額
４
、
０

０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他

HP
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
６

月
６
日
○日
、
７
月
10
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
６
月
11
日

○金　

②
７
月
９
日
○金　

■時
午
前
10
時　

■対
未

就
園
児
（
①
令
和
２
年
12
月
～
３
年
２
月
生

ま
れ　

②
３
年
１
月
～
３
月
生
ま
れ
）
と
そ

の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
各

日
先
着
25
組　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び　

②
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和
佳
氏
）　

■申

①
６
月
８
日
○火
ま
で　

②
６
月
23
日
○水
～
７

月
６
日
○火

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
６
月
28
日
○月
午

前
10
時　

②
７
月
26
日
○月
午
前
９
時
45
分
・

11
時　

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
２
年
６
月
～

11
月
生
ま
れ　

②
７
月
～
12
月
生
ま
れ
）
と

そ
の
保
護
者
各
回
先
着
25
組　

■内
①
触
れ
合

い
遊
び
、
歯
の
お
話
（
■師
歯
科
医
師
）　

②

３
Ｂ
体
操
（
■師
五
十
嵐
き
み
子
氏
）　

■申
①

６
月
10
日
○木
～
23
日
○水　

②
７
月
７
日
○水
～

21
日
○水

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■申
同
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
４
１

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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○土
午
前
９
時　

▽
共
通　

■定
30
人　

■申
各
日

２
日
前
ま
で

▼
里
地
里
山
学
「〝
八
郎
潟
モ
グ
リ
ウ
ム
〟

か
ら
始
ま
る
地
域
再
生
」　

■日
６
月
19
日
○土

午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
鎌
田
洋
平
氏

（
は
ち
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）　

■費
５
０
０
円

以
上
（
寄
附
制
）　

■申
６
月
17
日
○木
ま
で　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会　

■日
６
月
７
日
・
８
日

・
14
日
・
15
日
・
28
日
・
29
日
、
７
月
12
日

・
13
日
・
19
日
・
20
日
・
26
日
・
27
日
の
月

曜
・
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
な
ご
み
（
お
茶
）　

■日
６
月
８
日
・
15
日
・

22
日
・
29
日
、
７
月
６
日
・
20
日
・
27
日
の

火
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
絵
て
が
み　

■日
６
月
16
日
・
23
日
・
30
日
、

７
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
の
水
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

▼
健
康
相
談　

■日
６
月
17
日
・
24
日
の
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
初
夏
の
弥
陀
ヶ
原
を
彩
る
植
物
観
察
会

■日
６
月
25
日
○金
・
26
日
○土
午
前
８
時
～
午
後

１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着

20
人　

■費
７
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

■持
昼
食
等　

■申
６
月
20
日
○日
ま
で　
　

▼
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
観
察
会　

■日
７
月
３
日
○土

施
設
の
催
し

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
教
室　

■日
６
月
４
日
○金
・
11
日
○金
・

18
日
○金
・
25
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
麻
雀
笑
楽
校　

■日
６
月
９
日
○水
・
16
日
○水

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
へ
の
い
ざ
な
い　

■日
６
月

12
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■定
先

着
10
人　

■内
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
の
た
め

の
レ
ク
チ
ャ
ー
等　

■費
５
０
０
円

▼
ヒ
ン
メ
リ
を
作
ろ
う　

■日
６
月
26
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■定
先
着
25
人　

■内
極
細
ス
ト

ロ
ー
で
の
ヒ
ン
メ
リ
作
り　

■費
８
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
～
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
挑
戦
状
！
～
」

■日
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４

時　

■内
湿
地
を
散
策
し
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答

え
、
湿
地
の
生
き
物
や
機
能
、
魅
力
を
学
ぶ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

捕
獲
大
作
戦
」　

■日
６
月
12
日
○土
午
後
１
時

30
分　

■定
10
組（
１
組
５
人
以
内
）　

■費
５
０

０
円
以
上（
寄
附
制
）　

■申
６
月
10
日
○木
ま
で

▼
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

▽
マ
コ
モ
の
刈
り

取
り
と
マ
コ
モ
茶
づ
く
り　

■日
６
月
13
日
○日

午
前
９
時　

▽
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
生
育
場
所
づ

く
り
と
ミ
ズ
ア
オ
イ
の
移
植　

■日
６
月
26
日

円　

■申
同
館
☎
０
２
３
４
‐
61
‐
４
３
６
１

タ
ク
ト
探
検
隊
♪　
　
　
　

舞
台
の
お
し
ご
と

■日
７
月
23
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着

20
人　

■内
舞
台
裏
の
仕
事
を
親
子
で
体
験

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
６
日
○日
か
ら
同
館
HP

で　

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す 

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０

り
ん
ご
く
ら
ぶ
…
午
前
９
時
～
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
１
８
８
３

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

▼
城
南
幼
保
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
♡
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
～
11
時

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
～
11
時
30

分▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１　

ハ
ッ
ピ
ー
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
和
光
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
８
８
３
５

お
ひ
さ
ま
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど

り
の
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
♪
…
午
前
10
時
～
11
時

▼
共
通　

■他
☆
は
認
定

こ
ど
も
園
。
月
に
１
回

～
５
回
開
催
。
詳
細
は

各
園
へ

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
七
夕
公
開 

『
ぴ
っ
か
と
夏
の
ほ
し
さ
が
し
』

■日
６
月
27
日
○日
、
７
月
４
日
○日
午
前
10
時
・

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■定
庄

内
地
域
在
住
の
方
各
回
先
着
30
人　

■内
七
夕

の
歌
・
お
話
、
夏
の
星
座
解
説
等　

■費
３
歳

以
上
…
１
０
０
円　

高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

■場
・
■申
６
月
15
日
○火
か
ら
中
央
公
民
館

☎
25
‐
１
０
５
０
へ

山
大
農
学
部 

森
の
学
校
（
全
３
回
）

■日
７
月
４
日
○日
、
10
月
24
日
○日
、
来
年
２
月

５
日
○土
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
（
同
学

部
、市
役
所
朝
日
庁
舎
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
）　

■場
同
学
部
演
習
林　

■対
小
学
３
年
～
６
年
生

30
人　

■内
森
の
植
物
・
動
物
な
ど
の
観
察
、

植
林
、
炭
焼
き
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
等

の
体
験
学
習　

■費
各
回
５
０
０
円　

■持
昼
食

等　

■申
６
月
21
日
○月
ま
で
同
学
部
総
務
課
☎

24
‐
２
２
７
８
へ

生
涯
学
習
施
設「
里
仁
館
」サ
タ
デ
ー
探
検
隊
！

す
ご
い
ね
庄
内
！
ク
ー
ル
庄
内
！

▼
森
を
探
検
し
よ
う　

■日
７
月
17
日
○土
午
後

１
時
30
分　

■場
ひ
ゃ
く
ね
ん
森（
三
瀬
地
区
）

▼
最
上
川
を
探
検
し
よ
う　

■日
８
月
28
日
○土

午
後
１
時
30
分　

■場
最
上
川
さ
み
だ
れ
大
堰

等
（
酒
田
市
、
庄
内
町
）　

▼
酒
田
港
を
探
検
し
よ
う　

■日
９
月
25
日
○土

午
後
１
時　

■場
酒
田
税
関
等
（
酒
田
市
）

▼
共
通　

■対
小
学
４
年
～
中
学
２
年
生
と
そ

の
保
護
者
各
日
先
着
40
人　

■費
各
日
５
０
０
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午
後
７
時
～
８
時
30
分（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

▼
月
山
や
す
ら
ぎ
の
森
観
察
会　

■日
７
月
９

日
○金
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■師
風
間
彩
野

氏
（
環
境
省
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）

■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■持
昼

食
等　

■申
６
月
20
日
○日
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
展
示
道
具
の
使
い
方
講
習
会　

■日
６
月
26

日
○土
午
後
２
時　

■申
６
月
８
日
○火
～
25
日
○金

▼
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
万
華
鏡
づ
く
り
（
全

３
回
）　

■日
６
月
29
日
○火
、
7
月
６
日
○火
・

20
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■定
高
校
生
以
上
先

着
12
人　

■師
布
川
美
與
子
氏（
遊
工
房
主
宰
）　

■費
３
、
７
０
０
円　

■申
６
月
８
日
○火
～
22
日

○火▼
は
じ
め
て
の
陶
芸
～
マ
グ
カ
ッ
プ
と
お
皿

を
作
ろ
う
（
全
６
回
）　

■日
７
月
７
日
・
21

日
・
28
日
、
８
月
４
日
・
18
日
・
25
日
の
水

曜
日
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■師
中
村
知
美
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
５
、
０
０

０
円　

■申
６
月
８
日
○火
～
29
日
○火

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

講
座
・
講
習
会

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
～
来
年
３
月
の
毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■師
鈴
木

勇
氏
（
竹
塗
工
房
鈴
木
）　

■費
月
額
２
、
０

０
０
円　

　

基
礎
か
ら
の　
　
　
　
　
　

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
勉
強
会

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
月
額
６
、
０
０
０
円　

■持

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
等　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他
見
学
・
体
験
可

古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座　
　
　
　
　
　
　
　

出
羽
三
山
を
読
む
（
全
10
回
）

■日
６
月
～
10
月
の
第
２
・
第
４
木
曜
日
午
後

１
時
30
分
（
10
月
14
日
は
実
地
研
修
予
定
）

■定
先
着
30
人　

■
解
読
資
料　

羽
黒
地
域
手

向
地
区
の
村
中
文
書
等　

■師
後
藤
赳
司
氏

（
出
羽
三
山
山
岳
宗
教
研
究
所
主
幹
）　

■費
５

０
０
円
（
初
回
の
み
。
実
地
研
修
は
別
途
）

■場
・
■申
い
で
は
文
化
記
念
館
☎
62
‐
４
７
２

７　
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

６
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
テ
ィ
ラ
ミ
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う　

■日
６
月

12
日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■日
６

月
13
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５
０
０

円▼
美
味
し
い
日
本
料
理
教
室　

■日
６
月
19
日

○土
午
前
10
時　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
簡
単
塩
漬
け
梅
干
し
作
り　

■日
６
月
26
日

○土
午
後
１
時
30
分　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９
３

○水
午
後
１
時
30
分　

■師
宇
野
壮
春
氏

▼
庭
の
柿
の
木
に
ク
マ
が
や
っ
て
く
る　

■日

９
月
22
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■師
小
野
寺
レ

イ
ナ
（
市
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
員
）

▼
動
物
に
負
け
な
い
！
身
近
な
集
落
環
境
づ

く
り　

■日
12
月
8
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■師

江
成
は
る
か
氏

▼
自
分
た
ち
の
集
落
を
鳥
獣
被
害
か
ら
ど
う

守
る
か　

■日
12
月
15
日
○水
午
前
10
時
30
分

■師
青
井
俊
樹
氏
（
岩
手
大
学
名
誉
教
授
）

▼
共
通　

■場
農
業
経
営
者
育
成
学
校
「
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｄ
Ｓ
（
シ
ー
ズ
）」　

■定
各
回
30
人　

■申
６

月
10
日
○木
ま
で
本
所
農
政
課　

25
‐
８
７
６

３
へ　

■他
HP

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
一
般
公
開
講
座　
　
　

有
機
農
業
講
座

▼「
有
機
水
稲
」の
栽
培
技
術
に
つ
い
て　

■日

６
月
25
日
○金
午
後
４
時
30
分　

■師
三
木
孝
昭

氏
（
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）

▼「
有
機
枝
豆
」の
栽
培
技
術
に
つ
い
て　

■日

７
月
８
日
○木
午
前
中　

■師
山
形
県
農
業
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

▼
共
通　

■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ（
シ
ー
ズ
）　

■対
有

機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
ま
た
は
取
り
組

み
た
い
方　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
９

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所 

フ
ラ
ン
ス
料
理
～
ラ
ン
・
ア
ン
さ
ん
の
台
所
～　

■日
６
月
26
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ラ
ン
・
ア
ン
・
グ
ュ
エ
ン
氏
（
フ

ラ
ン
ス
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・

■申
６
月
５
日
○土
か
ら
同
館

☎
25
‐
３
６
０
０
へ

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■日
６
月
15
日
○火
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時
40
分
、
16
日
○水
午
後

１
時
30
分
、
７
月
27
日
○火
午
後
１
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る

▼
通
い
の
場
見
学
会　

■日
６
月
15
日
○火
～
７

月
26
日
○月
の
う
ち
１
日
（
２
時
間
）　

■場
市

内
の
通
い
の
場

▼
共
通　

■対
地
域
で
自
分
の
力
を
生
か
し
た

い
・
地
域
貢
献
し
た
い
シ
ニ
ア
世
代
50
人

■持
昼
食
（
６
月
15
日
の
み
）、
印
鑑
等　

■申

６
月
8
日
○火
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

室
☎
内
線
７
０
７
へ　

■他
修
了
後
、
報
酬
を

得
な
が
ら
訪
問
介
護
や
通
い
の
場
等
、
総
合

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
可
。
鶴
岡
市
認
知

症
見
守
り
支
援
員
の
資
格
も
同
時
取
得

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
一
般
公
開
講
座 

鳥
獣
被
害
対
策
講
座

▼
野
生
動
物
と
無
理
な
く
付
き
合
う
視
点
と

技
術　

■日
６
月
18
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師

江
成
広
斗
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）

▼
設
置
し
て
み
よ
う
！
電
気
柵　

■日
７
月
７

日
○水
午
前
９
時
～
午
後
１
時　

■師
江
成
は
る

か
氏
（
同
学
部
客
員
准
教
授
）

▼
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
生
態
と
被
害
対
策　

■日
７

月
29
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■師
斎
藤
昌
幸
氏

（
同
学
部
准
教
授
）

▼
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
被
害
対
策　

■日
８
月

25
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■師
宇
野
壮
春
氏

（
東
北
野
生
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
地
域
で
サ
ル
を
追
い
払
う　

■日
８
月
25
日

FAX

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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出
羽
庄
内
国
際
村 

日
本
語
教
室 

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
、
毎
週
土
曜
・
日

曜
日
午
前
10
時
30
分
等　

■場
・
■申
同
館
☎
25

‐
３
６
０
０　

■他
外
国
語
の
能
力
不
問
。
活

動
開
始
前
に
研
修
あ
り

油
戸
魚
の
森
づ
く
り　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
３
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南
側

駐
車
場
集
合
）　

■内
下
刈
り
、
植
栽
等　

■申

６
月
21
日
○月
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

内
線
５
１
７
へ　

■他
小
雨
決
行

鶴
岡
市
芸
術
祭　
　
　
　
　

参
加
団
体
の
募
集

■日
９
月
～
11
月　

■場
市
内
各
施
設　

■対
市
内

で
活
動
す
る
芸
術
文
化
団
体　

■申
６
月
21
日

○月
ま
で
芸
術
文
化
協
会
事
務
局（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
２
０
０
８
へ　

■他
HP

鶴
岡
№
１
次
世
代
料
理
人
決
定
戦

出
場
者
募
集

■対
鶴
岡
市
内
で
調
理
業
務
に
従
事
す
る
45
歳

以
下
の
料
理
人　

■内「
鶴
岡
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
レ
シ
ピ
の
提
案
、

自
己
Ｐ
Ｒ　

■
選
考　

一
次
…
書
類
審
査

二
次
…
動
画
審
査　

最
終
…
実
技
・
試
食
審

査　

■
賞　

グ
ラ
ン
プ
リ
１
人
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
２
人
を
選
出
し
、
鶴
岡
食
の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
に
任
命　

■申
７
月
１
日
○木
～
８
月
22
日

○日
に
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協
議
会
☎

25
‐
２
１
１
１
内
線
５
９
２
へ

▼
共
通　

■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
平
成

30
年
度
に
保
安
講
習
を
受
け
、
継
続
し
て
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る　

②
新
た

に
ま
た
は
再
び
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す

る
こ
と
に
な
り
、
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
か
ら
１
年
以
内
で
あ
る
（
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
た

方
は
、
交
付
ま
た
は
保
安
講
習
受
講
日
以
降

に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内

に
受
講
）　

■申
６
月
21
日
○月
～
７
月
16
日
○金

に
山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
☎
０
２

３
‐
６
３
２
‐
５
７
４
４
へ　

■他
願
書
は
消

防
本
部
、
消
防
署
及
び
各
分
署
に
設
置

山
形
県
調
理
師
試
験

■日
10
月
30
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
山
形
県

庁
（
山
形
市
）　

■申
６
月
11
日
○金
～
25
日
○金

に
最
寄
り
の
保
健
所
へ　

■問
山
形
県
食
品
安

全
衛
生
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
６
２
１

■他
願
書
は
各
保
健
所
に
設
置　

募
集

入
居
時
期
は
８
月
上
旬 

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅　

▽
美
原
１
号
、
東
部
１
号
・

３
号
、
城
南
１
号
…
各
１
戸　

▽
茅
原
２
号
、

城
南
２
号
…
各
２
戸　

▽
東
部
２
号
、
末
広

１
号
・
２
号
…
各
３
戸　

■申
６
月
３
日
○木
～

９
日
○水
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動

産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
…
１
、
５
０
０
円　

■申
６

月
15
日
○火
～
７
月
６
日
○火
に
山
形
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
６
４
１

１
へ　

■他
HP

致
道
博
物
館 

土
曜
講
座　
　
　
　

羽
黒
山
と
庄
内
藩

■日
７
月
３
日
○土
午
後
２
時　

■定
先
着
30
人

■師
渡
部
幸
氏
（
出
羽
三
山
歴
史
博
物
館
学
芸

員
）　

■費
入
館
料　

■場
・
■申
致
道
博
物
館
☎

22
‐
１
１
９
９

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

求
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

▼
住
宅
デ
ザ
イ
ン
施
工
科　

■日
８
月
３
日
○火

～
来
年
１
月
31
日
○月　

■定
18
人　

▼
Ｎ
Ｃ
生
産
シ
ス
テ
ム
科　

■日
８
月
３
日
○火

～
来
年
２
月
28
日
○月　

■定
15
人　

■他
導
入
訓

練
・
企
業
実
習
あ
り

▼
共
通　

■対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
る
方　

■申
６
月
４
日
○金
～
７
月
１
日
○木

に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ　

■場
・
■問
同

セ
ン
タ
ー（
山
形
市
）☎
０
２
３
‐
６
８
６
‐

２
０
１
６

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

▼
一
般　

■日
８
月
19
日
○木
・
20
日
○金
午
後
１

時
30
分
、
９
月
16
日
○木
午
前
９
時
、
午
後
１

時
30
分
、
10
月
28
日
○木
午
後
１
時
30
分
、
29

日
○金
午
前
９
時　

▼
給
油
取
扱
所　

■日
８
月
20
日
○金
午
前
９
時
、

９
月
15
日
○水
午
後
１
時
30
分
、
10
月
29
日
○金

午
後
１
時
30
分　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
女
性
活
躍
推
進
研
修　

■日
６
月
29
日
○火
午

前
９
時
～
午
後
４
時
50
分　

■費
６
、
０
０
０

円▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
全
２
回
）　

■日
７

月
６
日
○火
・
７
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時

50
分　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
品
質
管
理「
基
礎
」講
座　

■日
７
月
15
日
○木

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■費
４
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■定
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

鶴
岡
致
道
大
学
（
全
６
回
）

■日
７
月
３
日
○土
・
24
日
○土
、
8
月
10
日
○火
、

９
月
18
日
○土
、
10
月
15
日
○金
、
11
月
13
日
○土

の
土
曜
日
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
等　

■対
期
間
を
通
し
て
受
講
可

能
な
方
先
着
１
０
０
人　

■
テ
ー
マ　

自
然

に
学
ぶ
生
き
る
姿
勢　

■費
大
人
…
４
、
０
０

０
円　

学
生
…
２
、
０
０
０
円　

■申
６
月
25

日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
鶴
岡
総
合

研
究
所
」
事
務
局
☎
内
線
５
９
８
へ　

■他
市

HP
。
申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
不
可

「
山
形
学
」講
座
（
全
５
回
）

■日
７
月
25
日
○日
、
８
月
29
日
○日
、
９
月
11
日

○土
・
26
日
○日
、10
月
16
日
○土　

■場
遊
学
館
（
山

形
市
）
等　

■定
会
場
受
講
…
先
着
40
人　

オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
…
先
着
50
人　

■費
会
場
受
講

…
３
、
６
０
０
円
（
学
生
１
、
６
０
０
円
）　



21 広報つるおか　2021 . 6

宅
新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

■日
６
月
23
日
○水
午
前
11
時
～
午
後
４
時　

■場

勤
労
者
会
館　

■内
解
雇
、
賃
金
未
払
い
等
、

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
悩
み
相
談　

■問
山
形
県

労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
７
９
３

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
無
料
相
談
会

■日
７
月
３
日
○土
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

■場

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■対
集
団
予
防
接

種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族

■申
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所
☎
０
２

５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０　

■他
電
話
相
談
会

（
■日
７
月
10
日
○土
、
９
月
11
日
○土
午
前
10
時

～
正
午　

■問
同
事
務
所
）

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い 

結
婚
相
談
会

■日
①
７
月
４
日
○日　

②
８
月
１
日
○日　

③
９

月
５
日
○日　

■時
午
後
1
時
～
５
時　

■対
結
婚

を
希
望
す
る
方
各
日
４
人　

■場
・
■申
①
６
月

30
日
○水
ま
で
、
②
７
月
28
日
○水
ま
で
、
③
９

月
１
日
○水
ま
で
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
庄
内
支
所
☎
64
‐
８
８
９
５
へ

大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ 

ゆ
り
の
会
の
ご
案
内

■日
７
月
７
日
○水
、
９
月
７
日
○火
午
後
１
時
30

相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・ 

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
６
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、
７
月

２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日
の
金
曜
日
午
後

１
時
15
分
・
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続

く
、
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い
方
等
各
回

先
着
２
人　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
…
社
会

参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等
の
40
歳

未
満
の
方
と
そ
の
家
族
各
回
先
着
２
人　

■申

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ 

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■日
６
月
12
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
９

２
ま
た
は
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
☎
64

‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関

す
る
無
料
法
律
相
談

■日
６
月
17
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

■場

庄
内
総
合
支
庁　

■定
先
着
４
人　

■申
前
日
ま

で
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66

‐
３
２
１
０
へ

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決 

住
宅
相
談
会

■日
６
月
23
日
○水
、
７
月
28
日
○水
午
前
10
時
～

11
時　

■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー　

■内
住

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

そ
の
他

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■日
６
月
19
日
○土　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）　

■申

６
月
７
日
○月
の
午
前
９
時
に
直
接
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■他

チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

由
良
海
水
浴
場
の
シ
ャ
ワ
ー

利
用
可
能
期
間
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
16
日
○金
～
８
月
22
日
○日
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
３
０
０
円　

中

学
生
以
下
…
２
０
０
円　

■問
海
テ
ラ
ス
ゆ
ら

磯
の
風
☎
64
‐
８
３
３
１

錦
町
横
断
歩
道
橋
補
修
工
事

の
お
知
ら
せ

　

同
工
事
に
伴
う
足
場
設
置
・
撤
去
、
資
材

荷
揚
げ
な
ど
の
作
業
の
際
、
県
道
が
片
側
交

互
通
行
に
な
り
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
さ
が
３
・
８
ｍ
を
超
え
る
車
両
は

通
行
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■日
11
月
下
旬
ま
で　

■問
庄
内
総
合
支
庁
道
路

計
画
課
☎
66
‐
２
１
１
１

日
本
海
東
北
自
動
車
道　
　

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

三
瀬
地
区
で
の
風
力
発
電
所
建
設
工
事
に

伴
い
、
風
車
等
大
型
機
器
輸
送
の
た
め
、
同

分　

■場
庄
内
総
合
支
庁
等　

■内
分
か
ち
合
い
、

ミ
ニ
講
話
等　

■申
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福

祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１

目
や
見
え
方
の
相
談
会　
　

ア
イ
・
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

■日
７
月
12
日
○月
・
13
日
○火
・
14
日
○水
（
時
間

は
問
合
せ
）　

■場
三
川
町
公
民
館
（
三
川
町
）　

■内
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
相
談
員
に
よ
る
視

覚
障
害
や
視
覚
障
害
教
育
に
関
す
る
個
別
相

談　

■申
６
月
11
日
○金
ま
で
山
形
盲
学
校
視
覚

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
７
２
‐
４
１

１
６
へ精

神
科
医
師
・
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

 

「
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
」「
精
神
的
に

不
安
定
」「
お
酒
に
よ
る
悩
み
が
あ
る
」「
ひ

き
こ
も
り
の
家
族
が
心
配
」
な
ど
で
お
困
り

の
方
や
家
族
、
知
人
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

▼
精
神
保
健
福
祉
相
談　

■日
①
７
月
14
日
○水

午
前
10
時
～
正
午　

②
８
月
５
日
○木
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　

■場
庄
内
総
合
支
庁

■内
不
眠
、
過
度
な
不
安
、
ア
ル
コ
ー
ル
問
題

等
の
相
談　

■申
①
７
月
９
日
○金
ま
で　

②
８

月
２
日
○月
ま
で

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
毎
月
第
４
火
曜
日

（
11
月
・
12
月
は
第
３
火
曜
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

■場
同
支
庁
酒
田
農
業
普

及
課
（
酒
田
市
）　

■内
日
常
生
活
、
社
会
参

加
、
医
療
機
関
受
診
等
の
相
談

▼
共
通　

■申
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課

☎
66
‐
４
９
３
１

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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補
給
制
度
あ
り
。
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
カ

ー
ド
型
を
新
設

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

　

労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５
０

万
円
以
上
の
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
生

活
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

使
途

限
度
額

期
間

利
率

生活
資金

生活
全般

100
万円

７年
以内

年
2.75％

教育
資金

授業料
等

300
万円

10年
以内

年
1.55％

福祉
資金

育児・
医療等

200
万円

７年
以内

年
1.25％

自動車
資金

自動車
購入等

200
万円

７年
以内

年
1.55％

■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７

店
舗
家
賃
・
改
装
費
・
広
告
宣
伝
費
に
助
成
し
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商
売

を
始
め
る
方　

■内
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
の
額
（
上
限
１
２
０
万
円
）　

■申
鶴

岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
事
務
局

☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
HP

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■
利
率　

年
１
・

７
５
～
３
・
１
５
％
（
保
証
料
不
要
。
在
学

中
は
元
金
返
済
の
据
置
き
可
〈
最
長
６
年
〉）　

■
限
度
額　

２
、
０
０
０
万
円　

■
返
済
期

間　

20
年
以
内
（
固
定
金
利
型
は
最
長
10
年
。

元
金
返
済
据
置
期
間
の
返
済
期
間
を
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７　

■他
ロ
ー
ン
対
象
の
本
人
・
親
族
が
卒
業

後
県
内
就
職
ま
た
は
就
業
し
た
場
合
の
利
子

自
動
車
道
「
鶴
岡
西
Ｉ
Ｃ
～
あ
つ
み
温
泉
Ｉ

Ｃ
」
間
が
、
次
の
と
お
り
夜
間
通
行
止
め
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
９
月
20
日
○月
ま
で
15
回
程
度　

■時
午
後
10

時
～
午
前
６
時　

■問
Ｊ
Ｒ
Ｅ
鶴
岡
八
森
山
風

力
発
電
作
業
所
☎
０
７
０
‐
３
１
６
９
‐
７

７
２
４労

働
保
険
の
お
知
ら
せ

　

令
和
３
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
更
新
期
間
は
６
月
１
日
○火
～

７
月
12
日
○月
で
す
。
管
轄
の
労
働
局
・
労
働

基
準
監
督
署
・
金
融
機
関
で
申
告
・
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
厚
生
労
働
省
労
働
保
険
徴
収
課
☎
03
‐
５

２
５
３
‐
１
１
１
１
内
線
５
１
６
２　

■他
期

間
内
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
７
月

16
日
○金
ま
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
０
０

‐
５
５
５
‐
６
７
８
０
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

　

■日６月13日○日 午前８時30分～午後１時　
■場高瀬峡（しらい自然館集合）　■定先着
15人　■費2,200円　■申６月７日○月 まで同
館内「鳥海山おもしろ自然塾推進協議会」
事務局☎0234‐72‐2069へ

新緑の高瀬峡ハイキングと
打ちたてそば昼食●遊佐町

■日７月４日○日 午前９時30分～午後３時
■対小学１年～３年生（身長100cm～130
cm程度）の児童とその保護者先着３組
■費4,000円　■場・■申カートソレイユ最上
川☎0234‐42‐2282または庄内町商工
観光課☎0234‐42‐2922へ

●庄内町 カートソレイユ最上川
キッズカートスクール開催！

▼酒田市美術館　今森光彦―自然と暮ら
す切り紙の世界―　■日７月９日○金 まで
■内里山にすむ様々な生き物たち等、魅力
あふれる切り紙作品の展示　

▼土門拳記念館　今森光彦―自然と暮ら
す写真のまなざし―　■日７月10日○土 まで　
■内『昆虫 ４億年の旅』から、昆虫写真と切
り紙立体作品の展示

▼共通　■時午前９時～午後４時30分　■費
大人…900円　高校生…450円（中学生
以下無料）　■問酒田市美術館☎0234‐31
‐0095または土門拳記念館☎0234‐31
‐0028へ

酒田市美術館・土門拳記念館
共同企画●酒田市

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

水
道
と
下
水
道
の
使
用
量

が
同
じ
な
の
は
な
ぜ
？

　

毎
月
届
く
「
水
道
使
用
量
・
下
水
道

使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
を
見
る
と
、
毎

回
、
水
道
使
用
量
と
下
水
道
使
用
量
が

同
じ
よ
う
で
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

「
鶴
岡
市
下
水
道
条
例
」

の
規
定
に
よ
り
ま
す

　

庭
へ
の
散
水
や
洗
車
に
水
道
水
を
使

用
し
た
場
合
を
考
え
る
と
、
厳
密
に
は

水
道
と
下
水
道
の
使
用
水
量
は
一
致
し

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
実
際
の
下
水
道
使
用
量
を

測
定
す
る
た
め
に
は
、
下
水
道
専
用
メ

ー
タ
ー
の
設
置
や
専
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
管
理
費

用
に
莫
大
な
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。
こ

う
し
た
コ
ス
ト
は
結
局
下
水
道
使
用
料

に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、「
鶴
岡
市
下
水
道
条
例
」
で
、

水
道
の
使
用
水
量
に
よ
っ
て
算
定
す
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
法
は
、
下
水
道
使
用
量
を
算

QＡ
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
教 育 相 談（学校教育 ･ 就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00
〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　6/4 ～ 7/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ８日○火 14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 25日○金 13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎内線218 15日○火 13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
朝日庁舎総務企画課☎内線303 15日○火 13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎内線313 24日○木 13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 17日○木 14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 25日○金 13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 12：00

 ②  13：00 ～ 15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

　　　�受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

献血　6/4 ～ 7/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
６ ．６○日 10：00 ～ 12：00 エスモール
　〃 13：30 ～ 16：00 　　〃

12○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　　 〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃

23○水 19：00 ～ 11：00 ㈱庄内ヨロズ
24○木 19：30 ～ 11：30 市役所藤島庁舎
30○水 19：30 ～ 11：30 JA鶴岡本所

　　 〃 13：30 ～ 15：30 JA鶴岡農機自動車中央センター
７ ．２○金 19：30 ～ 11：30 朝日中央コミュニティセンター
　〃 13：30 ～ 15：30 鶴岡警察署

定
す
る
た
め
の
合
理
的
な
方
法
と
し
て
、

全
国
的
に
も
標
準
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
算
定
方
法
で
す
。

〈
上
下
水
道
部
総
務
課
〉

地
震
で
家
具
が
転
倒
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

　

近
年
、
地
震
の
発
生
が
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
地
震
の
と
き

に
家
具
が
倒
れ
て
こ
な
い
か
不
安
で
す
。

転
倒
を
防
止
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

家
具
の
置
き
方
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う

　

転
倒
防
止
の
た
め
の
家
具
の
置
き
方

の
一
例
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
家
具
を
壁
に
固
定
す
る

▽
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
は
器
具
で
固
定

す
る

▽
寝
室
や
子
供
の
部
屋
に
は
、
で
き
る

だ
け
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

置
く
場
合
も
、
な
る
べ
く
背
の
低
い
家

具
に
し
、
倒
れ
た
と
き
に
出
入
口
を
ふ

さ
が
な
い
よ
う
、
向
き
や
配
置
を
工
夫

す
る

▽
停
電
し
た
と
き
の
た
め
に
、
手
の
届

く
所
に
懐
中
電
灯
を
備
え
て
お
く

　

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、「
家

具
は
必
ず
倒
れ
る
も
の
」
と
考
え
て
、

転
倒
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

〈
本
所
防
災
安
全
課
〉
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《人口と世帯》（令和３年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：123,077人
　　 （男：58,925人、女：64,152人）
　世帯数：49,372世帯

↑メールは
　こちらから

↑�ホームページは
こちらから

↑�フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
　こちらから

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

※�新型コロナウイルス感染症の影響で、開催日時や出演者が変更になる場合
があります。あらかじめご了承ください。

市民先行エントリー（座席の指定不可）　
●受付期間　６月13日（日）午前10時～26日（土）
●受付方法　荘銀タクト鶴岡公式ホームページでのみ
●購入可能枚数　１人４枚まで
●�チケット引換え　７月４日（日）～14日（水）に同館へ（ク
レジットカード不可）
　※�申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールでお知ら
せします。

　※チケット購入後のキャンセル・変更はできません。

　※�インターネット環境がない方は同館にお問い合わせ
ください。

一般販売（座席の指定可）
●販売開始日時　７月24日（土）午前10時から先着順
●販売方法　
　①荘銀タクト鶴岡（窓口販売）
　②SHIKI　ON-LINE　TICKET 
　　�http://489444.com（24時間受付。販売初日は午
前10時から）

チケット販売

■問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

2021年度自主事業

－劇団四季作品の名曲にのせて贈る華やかな新作ショウ！－

撮影：荒井健

≪一般≫
Ｓ席9,900円・Ａ席6,600円・Ｂ席3,300円
≪学生≫
Ａ席3,300円・Ｂ席1,650円（要学生証／
25歳以下）
　※�Ｂ席は舞台の一部が見えづらいお席で
す。あらかじめご了承いただいた上で
お買い求め下さい。

　※�未就学児は入場不可。託児サービスが
あります（有料。先着順。チケット購
入確定後に申込み）。

　※�車椅子席・学生券をご希望の方は、申
込みの際にその旨をお伝えください。

　※�当公演は政府のガイドラインに従い、
客席定員の100％以内で販売します
（今後の状況により変更になる場合が
あります）。

チケット料金（全席指定・税込）

９月27日（月） 午後６時30分開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール 上映時間：約１時間30分（休憩なし）

ワンコイン･コンサート VOL.2 
有地 TRIO with 春山早苗 JAZZ LIVE

※座席の指定不可。　※未就学児は入場不可。
※�申込み多数の場合は抽せん。当落結果や引換え方法はメール
でお知らせします。
※インターネット環境がない方は同館にお問い合わせください。
※申込み期間後、残席がある場合は窓口での販売を行います。

６月１日（火）午前10時～15日（火）に同館ホームペー
ジで申込み

入場料

円500
７月３日（土） 午後７時開演

荘銀タクト鶴岡 大ホール

有地裕之
（ピアノ）

春山早苗
（ヴォーカル）

塩野博紀
（ドラムス）

奥泉和也
（ベース）

チ
ケ
ッ
ト
申
込
み

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
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